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マスタープログラムの第３期生として３４名の受講生が入塾しました。牛木辰男学長か
らは「科学は、人類が生きていく上で最も頼りになることの一つ。受講生には、科学の
心を学んでもらいたい。」坂本信理事からは「まずは自分のために研究することとなる
が、将来的には多くの人々を幸せにするための研究をしてもらいたい。」とのお話があ
りました。
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オープニングレクチャーでは、新潟大学佐渡自然共生科学センターの永田尚志センター
長から、トキの野生復帰と佐渡の里山についてのお話がありました。受講生は、トキと
佐渡の関係性や佐渡の自然（植生・動物・水田の生物など）、トキの野生復帰に向けた
これまでの歴史などの説明に、興味津々の様子でした。

オープニングレクチャー 「トキの野生復帰と佐渡の里山」

入塾式

昨年度に引き続き、オンラインでの開催となりました。事
前学習をしていた受講生が多くいて、質問が尽きることは
ありませんでした。マスタープログラムの受講が、受講生
の能力・資質の向上に繋がっていくことを期待しています。


